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1 1ま じ め に

これまで、当試験場では良食味を育種目標として西洋

ナシの育種を行ってきたが、近年は消費者ニーズが多様

化してきており、新品種の育種目標も多様になってきた。

これに対応するには、各品種の育種素材としての特徴を

把握することが大事になる。そこで、当場にこれまで導

入してきた品種の特性を調査し、育種素材として期待で

きる品種を検討した。

2試 験 方 法

山形県農業総合研究センター農業生産技術試験場に、

これまで導入した 143品種・系統のうち、結実が確認さ

れた品種・系統について果実特性調査を行った。なお、

主要品種「ラ・フランス」、「バートレットJや本県育

成の「バラード」は今回除いている。

収穫は 1～ 5回に分けて行い、2℃で7日 間予冷後、15℃

で追熟を行った (ただし、9/14ま では 20℃で追熟)。

調査項目 :一果重、果皮色 (日本ナシ地色カラーチヤ

ート)、果肉硬度 (lbsIペネトロメータ)、糖度 (%:屈折計)、

滴定酸度 (%:リ ンゴ酸換算)、 食味は官能による。

3試 験 結 果 お よ び 考 察

育種素材として使う上で、果実特性の中では、収穫期

が早いもの、肉質がメルティング質になるもの、精度が

高いもの、果皮が赤色に着色するもの、果皮のサビが少

ないもの、樹上追熱特性があるものに今回は注目した。

(1)早生、肉質

「チャピン」は収穫期が 8月 上旬と極早生品種である

が、食味は良いことから、早生品種育成の交配親として

も期待される (表 1)。 肉質の良否の遺伝に関しては明

らかにされていないが、肉質の良い「ミクルマス・ネリ

スJと「ル・ レクチエ」を親に用いると、その後代にも

肉質がメルティングになり良い系統が出やすかつた (図

1)こ とから、肉質メルティングの「チャピンJ、 「グラ

ンドチャンピオンJ、 「ドワイエネ・デュ・コミス」、

「グルー・モルソー」も肉質の良い系統を育成する際の

交配親として期待される。

(2)糖度

「チャピンJ、 「ドワイエネ・デュ・コミス」、「ブ

リックリング」は糖度が高く、毎年安定して 155%以上

の精度であり、食味においても甘味が濃く良食味であつ

たことから、高精度の品種育成の交配親として期待され

る (表 2)。

菫

ミクルマス・ネリスを片親に用いた後代実生の肉質程度

(図中の▼はミクルマス ネリスの肉質程度)

轟

ル・レクチエを片親に用いた後代実生の肉質程度

(図中の▼はル・レクチエの肉質程度を示す。)

図 1 交雑実生の追熟後の肉質程度

M:ミクリ
"ス

ネリス、L:ラ フランス、

B:,■ トレット、S:シル,ゞ ｀ル、LL:ル レクチエ

肉質の程度 :1-不良、 2-やや不良、 3-中

4-やや良、5-良

(3)果皮赤色着色

果皮赤色着色の遺伝に関しては、着色する品種を交配

に用いると、その後代にも果皮が赤く着色する系統が出
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現しやすい (表 3)。 また、果皮全面が着色する系統を

交配親に用いた方が、後代に赤色着色系統が出現する頻

度が高まることから、全面着色の「ロイヤル・レッド・

ハーディ」、「ロージ・レッド・パートレット」、「レ

ッド・アンジュー」が交配親として期待される。「カリ

フォルニアJは全面着色ではなく陽光面が着色する品種

であるが、赤色着色系品種の中では最も食味が良かった

ため育種素材として注目した。

(4)サビの多少

交配親にサビの少ない「ル・レクチエ」、「バートレ

ット」を用いると、その後代にもサビの少ない系統が出

現しやすかつた (図 2)こ とから、サビの少ない品種で

ある「グルー 。モルソーJも、サピの少ない品種を育成

する際の交配親として期待される。

(5)樹上追熱特性

樹上迫熟特性を持つ「ミクルマス・ネリス」を交配親

に用いた実生 (P4-2)を 、収穫適期から 2週間程度樹上

に結実させておくと、果肉が軟らかくなり、通常の追熟

を行なった対照区の果実と同等の肉質になり、食味にお

いても通常の追熱を行った果実と同等であった〈表 4)。

また、これ以外の実生においても、樹上追熟特性を観察

している。このことから、「ミクルマス・ネリス」は樹

上追熟特性を目的とした育種の交配親として有効である。

以上より、これまでの調査結果から、育種素材として

有用な品種は、次のような品種が確認された。早生品種

では「チャビン」が育種素材として期待される。肉質メ

ルティングでは「ミクルマス・ネリス」、「ル・レクチ

ェ」が育種素材として有効で、同様に「チャビンJ、 「グ

ランド・チヤンピオン」、「ドワイエネ・デュ・コミス」、

「グルー・モルソー」が期待される。糖度の高い品種で

は、「チャビン」、「ドワイエネ・デュ・コミス」、「プ

リックリングJが育種素材として期待される。果皮が赤

く着色する品種では、「ロイヤル・レッド・ハーディー」、

「ロージ・レッド・ノヽ―トレット」、「レッドアンジュ

ーJ、 「カリフォルニア」が育種素材として期待される。

樹上追熟特性を有する品種として「ミクルマス・ネリス」

が育種素材として有効である。サビが少ない品種では

「ル・ レクチェ」が育種素材として有効で、同様に「グ

ルー・モルソー」も期待される。

表 3 片親に果皮赤色着色品種を用いたときの

後代実生の果皮着色程度

果 皮 着 色 程 度

組合せ 計 盤
小
50%以下 50%以上 全面着色

LF× R3   33  18(545)10(303) 2(61)  3(91)

LF X SP   26   9(346) 2(77) 10(385) 5(192)

り囀

図 2 交雑実生のサピの発生程度

L:ラ フランス、B:ド トレット、LL:ル レクチエ

サビの発生程度 :0-無、 1-少、2-中、

3-やや多、4-多、5-全面

図中▼はラ・フランスのサビの発生程度を示す。

表 4 樹上追熟させた交雑実生 (P4-2)の果実品質

2003年

2●イヤレ

"ド

・′→ ヘ
3ヒノ・●・/ド・パし卜●・7ト
4ιクド・アンプュー

5ミ″
"ス
制ス

6ク
・ラント・・介ンピオン

軽    424    427      828   123
早生  426  429   9“  127
中生  423  427   908 134
中生  428  501   912 134
中生  426  429   927 151

8ドワイエれデュ・コミス

9クウルーモルノー

10プリックルグ

7カリフた曰        中生  426  430   921 144
中生  427  4311   9811 153
晩生  425  429  1022 176
晩生  429  501  1021 173

11ル・レみ     晩生  425 428 1028 183
満開後H数 極蝙生:～1∞日.早生:101～ 1∞日,中生:131～ 165日 ,晩生:1∞口～

表2 注目品種の果実品質 (2000～ 2004年度)
冨聰名         特書    肉質 サビ果菫(3)層度(:)酸度

“

)食味:

lチャビン 早t.肉質良餞度 や密 や少  160  158  035  32
2'イ ||"ド λ

''ィ

  果皮赤色着色    中  少  2!0  12,  025  16
3,デ ル,ド rトツ,卜 果皮赤色着色    中  少  232  126  036  ,0
4',ド アンアュ    果皮赤色な色    糧 や少 221  136 021  15
5ミ

'タ

ルネ,ス     肉費良.樹 [迫熱  笞 や多  245  !50 020  ,0
6夕
・
ラント
.チ
ャンピオツ 肉費良

7カリフォルニア     果皮赤色着●
中 全面 87  148 032  3'
中  少  404  131  011  22

8ド ,イ Iネ デ11ミス 肉質良.麟慶    や密 や少 3,2  50  027  :0
9)・ル■〃     肉質良さび少   や密 篠  324  88  022  28
10,・ り,クリ71.     ■度         中  中  265  155  01'  30

4ま と め

(0   (cc) llbO (%) (%)
樹上追熱区 9/22 2790  30  23 123 024  30

9/4   2277     39     15   129  021   30対照区

組合せ:゛～
マス・ネ
"×

ル・レ″エ

*1:コνナカ升角―卜を使用した

ネ25α非常にうまい40うれ 3`0:普通 20:まずい 10:非常にまずい

対照区では、2℃で1週間予冷後、15℃で8日 間追熱を行つた。

表 1 注目品種の開花期と収穫期 (2000～ 2004年 )
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